

























57 ％、女性で 69 ％だった。特に若年世代で男性は
低く女性は高かった。 
・面取りを 0.5 mm した場合、男性で 10 ％、女
性で 13 ％の不快率となり、面取り効果があった。




































リ、針葉樹のパイン、スギの 6 樹種とし、大きさを  
32 × 28 × 200  mm とした。長軸方向の 4 面を
丸鋸盤および超仕上げ鉋盤で仕上げ、ルータで角面
に面取りした。面取り量を 0、0.3、0.5  mm の 3 種
とし、計 36 種類の試験片を製作した。被験者は若
年層（30 歳未満）、中年層（30 歳以上 49 歳以下）、

























3.1   面取りがない場合の不快率について 
〇男女の違い（図 3）。 
・面取り加工がないと不快率は男性が 57 ％、女性 
が 69 ％だった。女性がより多く不快を示した。 
〇世代の違い（図 4） 
・平均では世代間の違いは小さかったが、若年男女 



















3.2    面取りをした場合の不快率について 
〇男女の違いについて（図 7） 
・男性は面取りなしに比べ 0.3 mm の面取りで約 
37 ％、0.5 mm では 47 ％減少し、不快率は 10 ％
になった。 
・女性は同じく 33 ％と 56 ％にそれぞれ減少し 
0.5 mm の面取りで不快率は 13 ％になった。 
〇世代の違い（図 8） 
・ 3 世代で同じ割合の減少幅を示し、面取りなしで 
70 ％程度あった不快率が面取り 0.3 mm で 30 ％
台、0.5 mm で 10 ％台に減少した。             
〇側面加工の違い（図 9） 
・丸鋸と鉋ともに同じ割合で減少した。面取りなし
では不快率の両者の差が 30 ％近くあったが 0.5 
mm の面取りでは丸鋸と鉋が同程度になった。 
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特にシラカシで面取りなしでは 78 ％だったが、0.3 




〇側面加工における世代別男女別の不快率 (図 12、 
図 13 ) 
・丸鋸仕上げでは面取り 0.3 mm は鉋仕上げに比べ
不快率が高かったが 0.5 mm では同じ割合になっ
た。また、高齢男性と若年女性は面取り 0.5 mm で





性のシラカシとキリの不快率（図 15、図 16） 
・丸鋸仕上げのシラカシはすべての世代の女性が不
快だが面取り 0.5 mm で不快率は 0 ％になった。
キリは若年女性の不快率が低かった。 
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図 12 . 面取り量の違いによる側面加工（丸鋸）
における世代別男女別の不快率 
図 13. 面取り量の違いによる側面加工（鉋）
における世代別男女別の不快率 
％ 
図 14. 面取り量の違いによる側面加工（丸鋸）
における世代別女性の不快率 
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